



The Study of Teaching “Care Process”（For 2 Years Work）
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②パソコンの場合
　Ａ４　２枚　ワープロ　２段組み　22×42×２　3,432文字
　明朝体　タイトル14pt　所属、氏名、本文　11pt
第４章　発表するということ
　この授業で、発表するということは、各グループに分かれて①グループの中で個人の事例を紹介する時、
②グループ内で個人の事例を検討した後分かったこと、調べたこと、深めたことなどを報告用の記録として
まとめたものを分かち合うためにグループ内で発表する。③グループから各１～２事例を選出して、介護過
程Ⅳを履修している学生全体に対して発表する。という３回の発表があります。
　発表の意義を深めるために、ここでは、プレゼンテーション能力について、プレゼンテーションの活用場
面や具体的な方法について、ねらいに沿って共通に認識しておきたいことを記述します。
（1）プレゼンテーションとは
　プレゼンテーションとは、「ある特定の目的に基づいて、限られた時間の中で、効果的に情報を伝達し、
その結果として、判断や意思決定をしてもらうための積極的な動機付けを行う、コミュニケーションの方法」
です。
　したがって、プレゼンテーション能力とは、自分の考えや意見も含め、様々な情報を、人前で効率よく報
告したり、発表したり、提案したりする能力であり、伝えたい情報を正確に伝達して理解してもらいます。
（2）プレゼンテーションの活用場面
①利用者に対して
②ケースカンファレンスやチーム・ミーティングにおいて
③理事会などの組織の運営者や経営者に対して
④地域の住民や組織に対して
⑤自治会や助成団体に対して
⑥一般市民に対して
（3）プレゼンテーションに必要な事柄と能力
①内容と構成
②話し方と態度
③視覚的資料の活用

